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Transferring the  image of western political science: Chambers’ 
Political Economics and its’ several  translations  in East Asia
SUN Qing
	 Translations	by	western	missionaries	were	 the	main	sources	of	
Western	Learning	（Xi	Xue）	for	Chinese	 intellectuals	 from	1860	 till	
the	 end	 of	 19th.	Those	Missionaries	 came	 to	China	 since	mid	 19th	
century	 had	 done	 their	 translating	 jobs	 in	 a	 same	 way	 as	 their	
precursors	 in	17th.	That	was	a	certain	corporation	between	western	
missionaries	 and	 their	 native	 assistants.	 Indigenous	 intellectuals	
expressed	 what	 missionaries	 had	 orally	 interpreted	 about	 the	
original	 books	 in	 very	 decent	 classical	 literal	 language	 what	
sometime	 was	 “rewriting”.	 The	 final	 translations	 thus	 had	 been	
transferred	 by	 two	 steps	 first	 of	 which	 was	 the	 interpretation	 of	
missionaries	who	were	not	experts	 in	related	fields.	The	second	was	
the	re-expressing	by	native	 intellectuals	who	were	not	quite	familiar	
with	 western	 language	 or	 knowledge.	 Texts	 from	 those	 multi-
transferred	 translations	 thus	 could	 be	 a	 good	 case	 to	 study	 the	
complicated	 cultural	 interaction	 between	 Western	 learning	 and	
indigenous	 knowledge	 traditions	 during	 that	 period.	 The	 ZuoZhi	
Chuyan	translated	and	published	by	Jiangnan	Arsenal	at	the	80s’	of	
19th	 is	 such	 a	 typical	 work.	 This	 book	 was	 interpreted	 by	 John	
Fryer	 and	 literal	 expressed	by	Ying	Zuxi.	 It	 had	become	 the	most	
important	 knowledge	 sources	 of	 Chinese	 intellectuals	 on	 western	
political	when	primal	published	on	1885.
	 This	paper	try	to	do	textual	research	on	Zuzhi	Chuyan	and	 it’s	
original	 Political Economy, for use in schools, and for private 
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instruction	 Edited	 and	 published	 by	 W.	 and	 R.	 Chamber	 in	
Edingurge	on	1852	basing	on	the	documentary	research	about	their	
historical	background.	By	comparing	with	 its	colloquial	version	and	
several	 other	 translations	 in	East	Asia,	we	will	 find	 the	 inclination	
of	missionaries’	translation	strategy	had	deeply	impacted	the	modern	
knowledge	 in	East	Asia	at	the	very	beginning	periods.
Keywords: 	intellectual	history	of	modern	China,	Cultural	interaction	in	East	
Asia,	Translations	from	western	missionaries,	discipline	history	
of	political	science	 in	China,	Textual	research
　1860年から19世紀末まで、宣教師組織の訳述は中国知識人の「西方政治
の学」に関する最も主要な知識源であった。こうした教会を持つ北京の訳
者が西学を翻訳する場合、やはり伝統的な西述中訳というモデルを受け継
いでいる。つまりまず西洋人が口述し、中国の知識人によって文章に筆訳
される。このように西洋語の原書と中国語の翻訳書の間では、二つの仲介
段階を経過している。一つはその分野の専門家ではない西洋人による意訳
で、もう一つは中国知識人による再表現である。このように転訳が関連す
る版本は、上述の相互作用を考察する非常に良い例となる。19世紀80年代
江南製造局訳印の『佐治芻言』は中でも非常に典型的な例と言える。この
本はジョン・フライヤー（John	Fryer）の口訳を経て、浙江永康芝英の人、
応祖錫が筆述したものである。1885年に初めて出版され、当時の中国読書
人の「西方政治の学」に関する非常に重要な源となった。晩清に出現した
各種の西学書目および類書はいずれも関連項目においてこの書を収録して
いる。
　中国近代思想史の研究者は早くから『佐治芻言』と康有為の『大同書』
の関係に注目していたが1）、訳本自体の研究はおおむね略述的に紹介する程
 1）	 ソ連の学者 S.	L.	Tsykhvenski は『中国变法维新运动与康有为』の中で、当時の中
国語に翻訳された欧州著作の中で、康有為に最も影響を与えたのは『佐治芻言』で
あると考え、『大同書』の多くの観点はこの本の内容を参考にしたと指摘している。
例えば独立と平等の概念、西方政府の形式、社会進歩の徐々に変化する思想などが
ある。蕭公権は『康有为思想研究』の中で『佐治芻言』などの書はおそらく康有為
の社会思想の形成に影響しており、1880年から1900年までの『康子内外篇』や『実
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度にとどまっていた。近年は晩清の西学東漸の過程で発生した訳本自体に
注目した研究も多くなってきている。韓国翰林大学校アジア文化研究所研
究員の梁台根氏が2006年10月に『漢学研究』第24巻第 2 期に発表した論文
「近代西方知识在东亚的传播及其共同文本之探索－以『佐治刍言』为例」は、
東アジアにおける『佐治芻言』の同一起源の訳本を比較し、いくつかの問
題における異なった翻訳を検討し、同時に梁啓超の著述と『佐治芻言』の
内在関係を明らかにしようとしたもので、現在のところ『佐治芻言』の訳
本研究で最新の成果と言える。しかし宣教師の翻訳活動自体について、晩
清の西学東漸の言語環境における訳本の伝播、使用局面などへの言及は十
分とは言えず、関連する歴史景観内のいくつかの重要な要素が不足した状
況において議論を展開し結論を導いており、いささか隔靴掻痒の感がある
結果となった。
　以下では江南製造局訳印の『佐治芻言』とその英文底本、およびその訳
述者の考察に始まり、具体的に翻訳過程における重要な局面を検討する。
また英文底本、江南製造局訳本、ならびに20世紀初年に現れた白話転訳本
『富強起源』本文の比較を通じ、「西方政治の学」に関する重要な概念がい
かに転訳過程で幾重もの変化が生まれ、晩清の中国知識人の意識における
「西政之学」の形成に関わったかを分析する。この上で、晩清の西学東漸に
おける『佐治芻言』の伝播、受容および使用の景観を再現する。具体的に
どのような「西政之学」に関する概念が、幾重もの転換を経て徐々に晩清
の知識人の学識に蓄えられ、最終的に公信力を持つ合理的論証の源となり、
清末の知識転換および文化啓蒙の過程において最も実際的な効用を発揮し
たかを検討する。
理公法全書』のような康有為の変法の著作、また1905年の『物質救国論』において、
いずれも異なったスタイルでこのような影響が明らかに現れていると考えている。
しかし蕭公権は彼が『大同書』を書いたときに『佐治芻言』の主要な論点を採用し
たとは考えていない。両書が基本的な観点の上で明らかに異なっているためである。
詳細は鄒振環『影响中国近代社会的一百种译作』北京中国対外翻訳出版社　1996年　
94頁。
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一．江南製造局訳印『佐治芻言』およびその英文底本
　1897年 5 月22日から 7 月20日までの間、梁啓超は『時務報』で「変法通
義	論学校七：訳書」を連載し、中国のそれまでの西書翻訳のおおよその状
況を振り返り、政法の学を重視しないことが「外之不能與國爭存，內之不
能使吾民得所」を導く主要な原因であると指摘し、「必盡取其國律、民律、
商律、刑律等書，而廣譯之」と主張した。さらに重要なことに、梁啓超は
それ以前の中国にはウィリアム・マーティン（William	Martin）が主管し
た公法の書籍の訳本があるが、わかりにくいのが欠点で「律法之讀，尤重
在律意，法則有時與地之各不相宜，意則古今中外之所同也。」と指摘し、「盡
采西人律意之書，而斟酌損益之。通以歷代變遷之所自，按以今日時勢之可
行，則體用備矣。」べきであると呼びかけている。しかし中国は「舊譯無政
法類之書。惟『佐治芻言』一種耳。2）」で、梁啓超の観察によると、1896年
以前の中国の大量の西学訳本の中で、明らかに江南製造局訳印の『佐治芻
言』だけが「西人律意」の問題にまで触れた唯一の「政法類之書」であっ
た。
　「変法通義」の刊行後 5 年、国内情勢は大きく変動した。戊戌の政変が流
 2）	國與國并立，而有交際，人與人相處，而有要約，政法之所由立也。中國惟不講此學，
故外之不能與與國爭存，內之不能使吾民得所。夫政法者，立國之本也。日本變法，
則先其本，中國變法，則務其末。是以事雖同，而效乃大異也。故今日之計，莫急于
改憲法；必盡取其國律、民律、商律、刑律等書，而廣譯之。如《羅瑪律要》、為諸國
定律之祖。《諸國律例異同》、《諸國商律考異》、《民主與君主經國之經》、《公法例案》，
備載一切交涉事件原委。《條約集成》自古迄今，宇下各國。凡有條約。無不備載，譯
成可三四百卷。　等書。以上諸書，馬氏所舉、制造局所澤《各國文涉公法論》，似即
《公法例案》之節本。皆當速譯。中國舊譯，惟同文館本，多法家言，丁韙良蓋治此學
也。然彼時筆受者，皆館中新學諸生，末受專門，不能深知其意。故義多暗昏。即如
《法國律例》一書，歐洲亦以為善本，而館譯之本，往往不能達其意，且常有一字一句
之顛倒漏略，至與原文相反者。又律法之讀，尤重在律意，法則有時與地之各不相宜，
意則古今中外之所同也。今欲變通舊制，必盡采西人律意之書，而斟酌損益之。通以
歷代變遷之所自，按以今日時勢之可行，則體用備矣。舊譯無政法類之書。惟《佐治
芻言》一種耳。
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血を以て終結し、康有為、梁啓超は日本へ逃亡し、清末の新政が推進され、
科挙は策論に改められ、東学東籍が大量に上陸した。1902年始め（光緒27
年12月）、盛宣懐は『南洋公学推広翻訳折』3）において「昔年官譯諸書，只
有同文館所譯《法國律例》，制造局所譯『佐治芻言』數小種，余皆不及政
治，……現在舉行新政，凡學校、科舉、軍政、財政諸大端，欽奉明詔，一
皆參酌中西以議施行，則凡有關於學校、科舉、理財、練兵之政治、法律諸
書，均待取資，勢不容以再緩。」と述べている。彼は後ほど『奏請設立訳書
院片』4）で再び梁啓超のこの主張を持ち出し、前30年間の国内の訳書の成果
を振り返り、「中國三十年來，如京都同文館，上海制造局等，所譯西書不過
千百中之十一，大抵算、化、工藝諸學居多，而政治之書最少」と述べてい
る。
　ここからわかるように、少なくとも1902年以前は、江南製造局訳印の『佐
治芻言』は知識人が西方政治の学を知る最も主要な手段であった。
1 ．江南製造局訳印『佐治芻言』
　『佐治芻言』の英文底本はイギリス人のチェンバース兄弟（William	
Chambers	&	Robert	Chambers）が編纂した教育叢書のひとつ Political 
Economy, for Use in School, and for Private Instructionである。この本
は1852年に出版された。底本にこの本の原作者の署名はなく、前文で「あ
る適任の作者」と述べるのみである。名古屋大学政治経済学部教授、水田
洋氏の研究によると、この未署名の作者はおそらくチェンバース兄弟と密
接な関係にあったエディンバラの法学者John	Hill	Burdon（1809－1881）であ
る5）。『佐治芻言』の英文底本の編者William	ChambersとRobert	Chambers
 3）	 盛宣懐『愚齋存稿巻六』沈雲龍編『中国近代史料叢刊続輯』（122－125）所収、台北　
文海出版社　1966年19頁。
 4）	张静庐輯注『中国近代出版史料　近代初编』上海　上海書店出版社　2003年　第50
頁。
 5）	 水田洋	 ‘introduction’, Western Economics in Japan: The Early Years,	Bristol,	1999
年　5－11頁。
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兄弟は19世紀イギリスで非常に影響力のあった出版者で、新学問分野に関
する教育叢書、百科事典および辞書を大量に編集した。1832年から週刊
Chambers’ Journal を編集出版し、歴史、宗教、言語科学などに関する内
容を紹介した。1834年には教育普及雑誌 Chamber’s Information for the 
People を編集した。内容は自然科学、数学、歴史、地理、文学の各分野ま
で幅広く及んだ。彼らが編集出版した『佐治芻言』の英文底本 Political 
Economy, for Use in Schools, and for Private Instructionは、彼らが政治
経済学は基礎教育（elementary	education）の構成要素となるべきである
と考えていたため、当時あまり重視されていなかった社会経済分野は教育
者が最も関心を持つ対象の一つとなった。Political Economy, for Use in 
Schools, and for Private Instructionの出版という点から見ると、間違いな
く学校教育及び参照用に用いられる教科書であり、そのため専門性や研究
深度は必ずしも問題に出来るものではないが、学科の紹介についてはかな
りの系統性を有している。福沢諭吉が西洋の政治経済学を翻訳する底本と
してこの本を選んだのももっともなことである。福沢諭吉は1867年に日本
で『西洋事情外編』を訳印出版した。これは日本における当分野の最も重
要な初期の出版物の一つとして日本の政治経済学史研究者に認められてい
る6）。彼が元にしたのもチェンバース兄弟のこの版本である。
　1885年、江南製造局翻訳館はこの本に基づき『佐治芻言』三巻本を訳出
した。口述者は当時翻訳館の翻訳業務を主管していたイギリス人ジョン・
フライヤー（John	Fryer）で、筆訳者は上海広方言館の卒業生で浙江永康
芝英の人、応祖錫である。中国語の書名「佐治芻言」は「治事治道の助け
となる論説」という意味である7）。
 6）	 水田洋	 ‘introduction’, Western Economics in Japan: The Early Years,	Bristol,	1999
年　5－11頁。
 7）	 この前に清道光25年（1845年）、範玉琨が著した治水技術書にもこの書名が用いられ
ている。『小靈蘭館家乘』所収。傅蘭雅と応祖錫が書名を決める時にこの書を参考に
したか否かは、現在はまだ直接の証拠がないので、知るよしがない。
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　1885年から1907年まで『佐治芻言』はたびたび翻刻され、様々な印本が
あった。筆者が確認したものは下表に挙げた通りで、単行本、叢書本、単
巻本、三巻本、排印本、石印本がある。また同一印本に安価な賽連紙本、
やや高価な連史紙本がある。書籍商が利益を貪ろうとして広く伝わったと
いうその一斑がここにうかがえる。
筆者が確認した『佐治芻言』の各版本一覧
年代 出版社 印本 収録叢書 叢書編者 冊数
1885 江南機器製造總局 鉛（排）印本
単行本、連史紙、
売価六角
不分巻、
3 冊
1885 江南機器製造總局 鉛（排）印本
単行本、賽連紙、
売価三角五分
不分巻、
3 冊
1896 上海鴻文書局 石印本 『西学富強叢書』 張蔭桓
1 冊、
第33冊
1897 慎記書庄 石印本 『西政叢書』 梁啓超
1 冊、
第 6 冊
1897
武昌質学会据製造
局本重刻
刻本 『質学叢書初集』 湯寿潜
2 冊、
第 6 － 8 冊
1898 湖南実学書局 刻本 単行本 4 冊
未詳 未詳 石印本 『西学軍政全書』 未詳
1 冊、
第 3 冊
1901 小倉山房 印本
『富強齋叢書続全集 ·
公法』
袁俊德 1 冊
1907 江南機器製造總局 刻本 『江南製造局所刻書』 未署
3 冊、
第21－23冊
1899
以前
格致書室排印本 不詳
単行本、1899徐維則
『東西学書録』掲載
による
不詳
1899
以前
上海排印本 不詳
単行本、1899徐維則
『東西学書録』による
不詳
1902
以前
会稽徐氏重印本 不詳
単行本、1899 徐維則
『東西学書録』未収、
1902 徐氏『增版東西
学書録』に収録
不詳
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2 ．『佐治芻言』の白話転訳本
　1894年以降に中国各地で現れた白話定期刊行物では、白話を用いて宣教
師の訳した西学の原文を演繹することが流行し始めた。例えば1898年創刊
の『無錫白話報』（第 5 期以降『中国官音白話報』と改称）は、1898年 5 月
から 9 月の間に相次いで白話を用い『富国策』、『養民新法』、『農学新法』、
『泰西新史攬要』、『万国公法』、『百年一覚』、『地理初桄』、『俄皇彼得変法
記』、『治国要務』の 9 種の宣教師が翻訳した西学西政の翻訳作品を再び連
載した。また1901年10月に包天笑らにより発起創刊された週刊『蘇州白話
報』は第 1 期から『富強起源』という名で、『佐治芻言』の白話演繹本を連
載している。白話本には「長鳴子」と署名されているが、この「長鳴子」
が具体的にどのような人物かということはまだ考証を要する。
　『蘇州白話報』は週刊、32切り木版線装。現在目にすることができるの
は、10月から12月に出版された第 1 冊から第 9 冊までのみ。この新聞は『杭
州白話報』などの新聞に倣い、論説、報道、演報、歌謡雑録などのコラム
を設けている。毎号第一篇は論説で、この新聞の政治、社会主張を宣伝す
る目玉の文章であった。その後には数編の精選記事、解説や議論、編者の
見解を織りまぜたニュースがある。「演報」は毎号あるわけではなく、その
内容は他の刊行物の文言文を演繹した白話文である。この新聞の長篇連載
は『富強起源』と『対清策』の二編の白話の文章で、前者は『佐治芻言』
を演繹したもので、後者は日本人添田寿一原著の『対清策』の文言訳を演
繹したものである。第 7 冊から、この新聞は各所の蒙学堂が注文し教科書
としたと述べ、そのため清朝の故事を白話文で編集した『皇朝大事問答』
の連載を開始した。それぞれのコラムの文章はいずれも通俗的でわかりや
すく、間をおくべきところでは一マス空け、読者が文を区切れるようにし
た。いくつかの目新しい名詞の下には、小さな文字で注釈も加えている。
『蘇州白話報』の趣旨は、この新聞の『簡明章程』の言葉を用いて言うと、
「為開通人家的智識」、すなわち康有為、梁啓超らが提唱した「開通民智」
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である8）。しかし実際この新聞のターゲットは結局のところ一般大衆であっ
たのか、末端の知識分子であったのかということは十分追求に値する問題
である。包天笑の『釧影回懐録』によると、刊行物の編集者、文言文を白
話文に書き換える者には実際みな東文の背景があった。このためこの刊行
物は宣教師の訳本白話化に関して、西学の伝播が宣教師による訳書の独占
から東学の背景を持つ知識人への継承という局面への移行過程をも示して
いる。
3 ．『佐治芻言』の東アジアにおける同源訳本
　ジョン・フライヤーと応祖錫がチェンバース兄弟の編集した Political 
Economy, for Use in Schools, and for Private Instruction を1885年に翻
訳する前に、福沢諭吉はすでにその中のいくつかの章節を訳し『西洋事情
外編』を編集していた。福沢諭吉は題言で以下のように述べている。チェ
ンバース氏の編纂した経済書を編訳したのは、国の歴史政治などそれぞれ
類目に基づき西洋の事情を逐一記述すれば、述べきれないだけでなく、要
点までも失ってしまうためである。これではまるで建物の基礎や壁の構造
を理解せず急いで家の中を点検する奴隷のようである。このためチェンバ
ース氏の経済書を編訳することは『西洋事情』に記述した内容を理解し、
綱領的な条理を供するのに有益といえる。ゆえにこれを外編とする。また
当時日本では西方経済学の著作『経済小学』がすでに翻訳されており、重
複を避けるため経済学に関する内容は訳されていない。
　東アジアのもう一つの国韓国では、開化時代の重要な思想家で甲午更張
の主要な指導者である兪吉濬も1889年（開国498年）に福沢諭吉の『西洋事
情』初編、外編、二編、さらに自身が各国を周遊した遊歴見聞に基づき『西
 8）	 詳細は費成康『苏州白话报』中国社会科学院近代史研究所文化史研究室丁守和主編
『辛亥革命时期期刊介绍　第二集』北京人民出版社　1982　81頁掲載を参照のこと。
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遊見聞』を著し、1895年に発行された。その一部は直接『西洋事情・外編』
から編訳したものである。東アジア三国に一つの底本に基づいた中日韓三
つの訳本がある。これは関連問題の検討に非常に良い例を提供している。
先に述べた梁台根氏の研究はこれに基づき展開したものである。
二．西述中訳モデルと『佐治芻言』の翻訳
1 ．述者および訳者
　中国語訳本『佐治芻言』は日本語訳本に比べ18年遅く、江南製造局翻訳
専任の「西士」ジョン・フライヤーと応祖錫の二名の仲介者を経ている。
訳本の西述者ジョン・フライヤーはイギリス国教会の招聘を受け、1861年
に来華、宣教活動に従事したが後に教会との関係が悪化し、宣教師の道を
絶つことを願い出て、中国政府の招聘を受けた最初の西洋翻訳専任人員と
なり専ら「格致製器」等の本の翻訳に従事した。中訳者応祖錫は、字は壁
如、号は韓卿、次男。1855年（咸豊丁巳年二月初八日）生、1927年没。祖
籍は浙江永康の芝英鎮。代々読書人の家柄で科甲の士を数多く輩出してい
る。大叔父は上海道台応宝時。上海江南製造局管轄の翻訳学校広方言館で
学び、ジョン・フライヤーと『佐治芻言』を訳した時30歳であった。『佐治
芻言』以外にも、1891年同じくジョン・フライヤーと鉱物学の小冊子『銀
礦指南』を訳している。応祖錫は『佐治芻言』を訳して 3 年後、すなわち
光緒十四年（1888年）に県学の優行廩膳生の身分で光緒戊子の科挙に合格
している。その後江蘇州同に試用され、清末駐スペイン二等参事官、駐日
参事官などの職を務め、江蘇南通、高郵両地の四品知州を歴任し，民国初
めに句容県知事を務めた。『増広尚友録統編』、『洋務通考』、『西班牙日記』
を編集している。応祖錫は晩清西学東漸時代の中西の橋渡しをした典型的
な知識人かつ外交官員であり、中西いずれの学にも通じ、学政にわたり知
識を活かすことができた。実際、江南製造局の招聘した「訳書の華士」は
任期満了後にはしばしば外交官の職務を務めている。このためジョン・フ
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ライヤーは彼らが館内で翻訳に関わり、毎日西洋人と西学の書籍について
討議し西学西事に通暁し、中西関係を理解することは国家にとって有益で
あると考えていた。
……译书华士，屡有更换，迄今略有五人……所有前译书而为官者，有
驻德国星使李丹崖，并前为山东制造局总办王筱云，又在伦敦为供事者
黄玉屏，另有严子献等诸君，今俱当要职，亦前在馆译书者。此数君前
在馆时，每日与西人译书讲论，故俱晓西学。可见此译书外另有大益于
国，因译书而为官者皆通晓西事，能知中西交涉所有益国之处。9）
　ここからわかるように、江南製造局の西述中訳の翻訳活動自体が非常に
実際的かつ独特の方法で当時の中国の実際の政治活動に影響している。こ
うした翻訳活動の分析は、中国晩清の政治外交史の理解にも独特の視点を
提供するであろう。
2 ．江南製造局の翻訳方法
　ジョン・フライヤーと応祖錫の翻訳は、当時流行していた訳述方法を採
用している。すなわちジョン・フライヤーが底本を意訳口述し、さらにそ
れを応祖錫が中国の標準的な文章に合致させて転換するというものである。
ジョン・フライヤーはこの前に書いた『江南製造局訳書事略』でこうした
翻訳方法について以下のように述べている。
至于馆内译书之法，必将所欲译者，西人先熟览胸中而书理已明，则与
华士同译。乃以西书之义，逐句读成华语，华士以笔述之；若有难言处，
则与华士斟酌何法可明；若华士有不明处，则讲明之。译后，华士将初
 9）	『江南制造局翻译西书事略』张静庐輯注『中国近代出版史料　近代初编』上海書店出
版社　2003年　18頁。
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稿改正润色，令合于中国文法。有数要书，临刊时华士与西人核对；而
平常书多不必对，皆赖华士改正。因华士详慎郢斫，其讹则少，而文法
甚精，既脱稿，则付梓刻板。10）
　1894年、ジョン・フライヤーはカリフォルニア大学バークレー分校の東
洋言語文学教授の職に応募を始めた。1895年 4 月30日、ジョン・フライヤ
ーの後妻イライザ・ネルソン（Eliza	Nelson）はカリフォルニア大学の校
長マーティン・ケロッグ（Martin	Kellogg）に手紙を書き、夫の仕事につ
いて述べ、応募の支援をした。彼女は手紙で夫の特殊な翻訳方法について
述べている。
A	word	 as	 to	Dr.	Fryer’s	method	 of	 translating	 and	 adapting	 into	
Chinese.	Most	 translators	give	 the	substance	of	what	 they	wish	 to	
say	 in	 the	 dialect	 with	 which	 they	 are	 most	 familiar	 and	 the	
Chinese	writer	himself	 changes	 it	 into	 the	wen-li	 or	 easy	 classical,	
as	 he	 writes	 down	 the	 thought-I	 think	 that	 Dr.	 Fryer	 and	 Dr.	
Martin	are	the	only	ones	who	give	to	their	writers	the	exact	words	
in	 the	wen-li	 itself,	 thus	 gaining	 the	 advantage	 of	 giving	 out	 their	
own	 thoughts	 without	 having	 them	 strained	 through	 a	 Chinese	
brain	before	they	can	be	known	to	the	world.11）
　妻の認識では、一般の翻訳者は通常ただ自分のよく知っている中国方言
で底本のおおよその内容を述べるだけで、その後中訳者によって文言に変
10）	『江南制造局翻译西书事略』张静庐輯注『中国近代出版史料　近代初编』上海書店出
版社　2003年　18頁。
11）	 Ferdinand	 Dagenais,	 John Fryer’s calendar: Correspondence, Publications, and 
Miscellaneous Papers with Excerpts & Commentary,	Version	3,	August	1999.　上
海図書館蔵本（印行未公開）1895年　条下 4 頁。
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換されたりあるいは簡単に経典が引用された。しかしジョン・フライヤー
とウィリアム・マーティン（William	Martin）だけは、自ら適切な文言の
訳語を与えるができた。したがって彼らは翻訳者として直接考えを表現す
ることができ、中国訳者による文章の矯飾という制限を受ける必要がなか
った。
　ここには注目に値する点が二つある。まず西述中訳の方法には極めて強
い解釈傾向があったということである。ジョン・フライヤーのような西士
はもともと専門分野領域の翻訳を普段から訓練している専門家ではなく、
中国の筆述者の多くは翻訳館が養成した学生に過ぎない。西士は翻訳の時、
底本の大意を見てその道理を胸中に理解し、その後自分の考えを表現、つ
まり“giving	out	their	own	thoughts”すると強調している。中国筆述者
は中国の文法に合わせて手を加えることを担当する。そこでは必ず矯飾の
弊害が生まれる。一般の書籍ではこのような訳は、西士は後で確認せず、
華士が自分の理解に基づいて「改正」するに任せている。さらに興味深い
ことに、夫人によると西洋の叙述者は翻訳するときに必ずしも官話を採用
していたわけではなく、自分のよく知っている中国方言を用いて叙述して
いたことがわかる。この転換局面はよく吟味する価値がある。
　次に『佐治芻言』の翻訳について言うと、西洋の訳述者ジョン・フライ
ヤーにはかなりの漢学の素養があったと言われており、翻訳するときに的
確な文言の訳語を与えることが出来た。このようにこの版本では西述者と
中訳者の役割が互いに絡み合って作用しており、それを分離することは難
しい。これは以下で『佐治芻言』の訳述表現を詳細に考察する上で考慮し
なければならない内容である。
　中西二人の仲介者が転訳過程で表現した解釈傾向は間違いなく「西方政
治の学」に直接影響した中国語領域で最初の系統的表現であり、晩清の中
国語環境における本分野のいくつかの基本的特徴も生み出した。
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三．Political Economy, for Use in School, and for Private 
Instruction から『佐治芻言』および『富強起源』まで 
―西述中訳の晩清「西方政治の学」に対するイメージ形成
　筆者は数年前、『佐治芻言』を例に「即物窮理之学」から「設事知方之
術」への傾斜や、西洋の現行の政治制度の合理性を論証する際に中心とな
る構造的概念を故意に弱めたり論証源を取り替えたりするなどの、宣教師
の訳述傾向の初歩的な分析を行った。宣教師の訳述方法は、実際すでに中
国現代政治学のいくつかの基本的特徴の形成に重要な影響を生み出してい
る。以下では原文の中心概念に始まり、原文から訳本、さらに転訳本への
伝達でいかにして変化が発生するかについて検討を試みる。以下の対照で
は、まず英文底本 Political Economy の原文を挙げ、次に江南製造局のジ
ョン・フライヤー訳『佐治芻言』の訳文を挙げる。これは1885年江南製造
局排印の不分巻 3 冊本によった。最後に『蘇州白話報』連載の白話転訳本
『富強起源』を挙げる。ただし現在目にすることが出来る『蘇州白話報』は
9 冊のみであり、白話本の訳文が欠如している章節もある。
1 ．淡化或いは埋没した「社会」の概念
（The	family	circle）	4.	The	groundwork	of	social	economy	is	 in	the	
family	circle.	 It	 is	a	rule	of	human	nature	 for	the	man	and	woman	
to	 associate	 themselves	 by	 marriage	 in	 a	 permanent	 union ;	 it	 is	
equally	a	rule	for	their	children	to	 live	with	them	in	the	enjoyment	
of	 protection	 and	 sustenance	 till	 the	 years	 of	 maturity.	 Thus	 a	
family	 is	 constituted,	 an	 association	 in	 which	 the	 best	 affections	
have	 scope,	 and	which	 conduces	 beyond	 every	 other	 institution	 to	
the	 happiness	 of	 mankind.	 A	 family	 may	 expand	 in	 the	 course	 of	
generations	 to	 a	 clan	 or	 sept,	 or	 even	 to	 a	 considerable	 nation.	
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Generally,	 we	 see	 a	 nation	 composed	 of	 a	 cluster	 of	 families,	
speaking	one	 language,	and	having	other	peculiarities	 in	common;	 it	
is,	as	 it	were,	an	enlarged	 family.	We	can	 in	 few	 instances	 trace	a	
nation	 to	 its	 origin ;	 but	 we	 generally	 see	 it	 marked	 by	 certain	
features	 of	 body	 and	 mind,	 showing	 it	 to	 be	 sprung	 from	 one	
common	stock.	（英文底本）
（第一章　論家室之道） 第四節 一國之治，其原皆始於家。厥后生育兒
女，為父母者必能本天性撫育之，教養之，必至兒女長大成人，方可使
稍稍相離，自立家室，從此繼繼承承，相傳勿替，家道之隆，真有不可
限量者。故一切風俗規矩皆屬后起之事，惟此夫唱婦隨實為王化所自始。
是以積家可以成族，積族可以成國。今日之所謂國，未始非昔日之所謂
家。若將各國世系，沿流而溯其源，則其國之發源于一家者，或尚歷歷
可考。即或年湮代遠，不能深究，而觀國中人之狀貌性情，皆與別國人
迥異，則其發源于一家可無疑矣。（江南製造局訳印『佐治芻言』）
（第一章　論室家的道理） 第四節 一個國里的政治 他的根原是從一家
起的 為什么呢 天生了人 就分別一個男女 那男女配合起來 就成了
夫妻 既成了夫妻 自然有家室 隨后就生下兒女來 做爺娘的把兒女撫
育起來 到孩子們長大成人 方可離開了爺娘 自立家室 從此一代一代
的接續下去，就成了大族了 把幾個大族合攏來 變成一個國家 所以現
在雖然說他是一個國 起先原是一家 你若不信 把各國的世代 考究起
來 一國的起頭 從一家起的 歷歷可考 就是有的年代久遠了 不能深
考 然而看他一個國里的人 相貌形狀 以及性情舉動 統較別國人兩樣
的 就可以知道 起初原是一家人了。（白話演義本『富強起源』）
　ここでは二つ注目に値する点がある。
（1）“social	economy”は曖昧に「一国之治」と訳され、さらに白話本では
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具体化して国家の政治とされており、「経済」の意味が消えている。以下の
部分を見ると、元々は経済学の角度から、家庭は社会の最も基本かつ自然
な共同組織であり、その中で子どもを育てられると述べている。次第に経
済学の視点が消え、訳文では家庭の倫理と政治の作用を強調し始めている。
訳文では「故一切風俗規矩皆屬后起之事，惟此夫唱婦隨實為王化所自始」
と述べるが、原文には見受けられない。
（2）白話本では「故一切風俗規矩皆屬后起之事，惟此夫唱婦隨實為王化所
自始」という倫理説教的な話は取り除かれ、国家にとっての家族の重要性
を強調しているが、これも底本の原文では強調されていない。
7	 .…… By	a	 like	 impulse,	man	 is	social ;	he	both	has	an	enjoyment	
in	the	society	of	his	 fellow-creatures,	and,	by	association,	can	effect	
many	 good	 ends	 for	 his	 own	 advantage,	 which	 could	 not	 be	
attained	 otherwise.	 Individuals	 under	 perverted	 feelings	 have	
attempted	 to	 live	 solitarily;	but	 few	have	by	such	means	 rendered	
themselves	happier,	still	 less	conduced	 in	any	degree	to	the	benefit	
of	 their	 fellow-creatures.	（英文底本）
第七節：喜聚而不喜散，物類尚有此情，人為萬物之靈，其不能寰居孑
立，絕往來交接之常，屏父子家人之樂也明矣。世有與人相絕，僻處山
林，自謂千古高人，究之枯槁終身，悠悠沒世。矯情背理，果何補于己
耶？（江南製造局訳印『佐治芻言』）
第七節 ：可見喜聚而不喜散 就是物類 也有這個情的 什么樣一個人 
有的出了家 親朋斷絕 他仿佛同人家沒有往來了的了 住在深山里頭 
以為第一等的高人 不到幾年 也就枯瘦死了 這有什么好處呢？（白話
演義本『富強起源』）
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　ここでは三つ注目に値する点がある。
（1）原文では、人は社会の動物であるので、団結して社会を形成しなけれ
ばならないと論証している。訳文では人の「社会性」や「社会」という概
念に全く言及していない。このため「協力」の概念を導き出すことが出来
ず、「喜聚不喜散」は人の常「情」であると強調するのみである。
（2）原文には“individual”と“fellow-creatures”の概念、すなわち「個
人」と自分と平等な「他人」の概念がある。訳文では「個人」の概念は弱
まり一般的な「人」と訳されており、“fellow	creatures”を「父子家人」
としている。白話本ではこの話は全く訳出されていない。
（3）原文には“individual”と“fellow	creature”という対の概念があるの
で、個人が自己の社会性から離脱すれば、自己の幸福を妨げるだけでなく、
「他人」にとっても不利益となると論証している。訳文ではこの対の概念を
欠いているため、道理の説き方がわからず、ただ中国伝統の「隠逸」とい
う概念を借用し、人々と離れて一人で暮らす「清高」は「枯槁終身、悠悠
没世」という孤独に終わる結末をもたらすと論述するのみである。白話本
は読者の理解力を考慮しているのでこのような社会性から離れた状態を具
体的に「出家」、「住在深山里頭」と訳し、その結末はさらに具体的に「枯
瘦死了」と解釈している。このような論述には「個人」「他人」「社会」「協
力」といった概念や論理上の一貫性は全くない。このため伝統的なリソー
スに基づいて一般的な説教を行うのみであり、さらに白話本が依拠する伝
統的リソースは「小伝統」から来るもので、その転換段階は非常に興味深
い。
　つまり転訳では二つの局面において「平等」「個人」「協力」という中心
概念が失われ、「隠逸」「出世」というような内容で置き換えている。この
ような転換は結果として中国知識人にどのように影響したのだろうか。
　湖南の人、唐才常は1898年 5 月 3 日、4 日（光緒二十四年閏三月十三日、
三月十四日）に『湘報』第50、51号で『辨惑』という文章を掲載した。彼
は文中で『佐治芻言』のこの記述を引用し自身の見解を論証している。唐
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氏のこの話に対する理解は非常に典型的なものである。
『佐治芻言』曰：世有與人相絕，僻處山林，自謂千古高人，究之枯稿終
身，悠悠沒世，矯情背理，何補于己！佛家亦于枯禪自了漢，詆為頑空，
別為小乘。今世士夫痛世局之奇殃，則憤然曰：吾寧繭足荒山，置理亂
不聞，終余世而徜徉焉爾。雖然，不于此時出而圖之，而全球鼎沸，揭
竿斬木之徒，因利乘便，箕山穎水，行為喋血涂肝腦之場，庸有幸乎?
即不然，而一切巡捕、議院、國會、學堂、保民、治地方之大權，先事
毫無措置，一旦西人乍而有之，則一動一言，一纖悉之事，彼皆耳而目
之，圈而執之，其視深山窮谷之人，不以為隱逸，而以為野蠻，必多方
辟荒蕪，務抵擠，與南洋巫來由、非美土人、臺灣生番等。欲求一薇一
蕨，以高首陽之節，焉可得哉?然則膜視君民，孤身遁世，進退失所，
首鼠兩窮，其與存者幾何?其惑十12）
　唐才常は中訳本『佐治芻言』の本文からこの話を理解し、文明と野蛮と
いう二つの対立する論述を用いた。つまり入世を文明と等しく、隠逸を野
蛮と等しく用いた。彼は原文の言う「社会性からの離脱」を中国の伝統に
おける王権政治、儒家の三綱五常の倫理体系と対応する「隠逸」概念とし
て理解し、両者を等しいとした。このため人は積極的に入世し、国家の統
治という大事に参与すべきであると証明している。これは原文が伝えよう
とした「個人」が「自分と平等な他人」との「協力」を通じて「社会」を
建設し、「社会」を仲介して「国家」の仕事に参画するという論理の鎖が翻
訳の過程において早くに転換され埋没したためである。
8.	 In	 all	 societies	 of	 human	 beings	 there	 are	 common	 peculiarities	
12）	 本文原載『湘報』第50、51号。のち『觉颠冥斋内言』卷四に所収。また『唐才常集』
163－169頁にも見える。鄭大華、任菁『中国启蒙思想文库　砭旧危言—唐才常　宋
恕集』135頁。
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of	 character,	 and	 of	 habits	 of	 thought	 and	 feeling	 by	 which	 their	
association	 is	 rendered	 more	 agreeable.	 There	 are,	 however,	
diversities	 of	 disposition,	 and	 inclinations	 to	 peculiar	 convictions,	
which	 have	 a	 tendency	 to	 separate	 mankind.	 It	 is	 everywhere	
admitted,	 that	 society	 only	 can	 exist	 if	 individuals	 will	 consent	 to	
exercise	 a	 certain	 forbearance	 and	 liberality	 towards	 their	 fellow-
creatures,	 and	 to	 make	 certain	 sacrifices	 of	 their	 own	 peculiar	
inclinations.	 Thus	 only	 can	 the	 requisite	 degree	 of	 harmony	 be	
attained.（英本底本）
第八節 凡有眾人相聚成會，無論其會為大為小，必有公共之性情、公
共之意見，則往來交接，彼此俱覺合宜。若會中別有一種性情意見，止
能合一二人或數十人，而不能與大眾相合者，其會必因此漸漸離散。故
會中生齒殷繁之后，總不免有不同性情、不同意見之人，堅執私心，以
為己是人非，己直人曲，至彼此不肯相讓，其會必永遠不能和睦。是以
會中人凡事皆須各相讓幾分，以為往來準則，若能彼此交讓，則大家俱
可相安矣。（江南製造局訳印『佐治芻言』）
第八節 凡聚了許多人 成了一個會 不論這會的大小 必定有一個公共
的性情 公共的意見（大家以為是 大家以為非 這就是公共的性情意見
了）然后往來交接 大家可以合宜 倘使這個會中 另有一種性情意見 
只能夠合一兩個人 多至數十人 那不能同大眾合一的 這會就因了這個
緣故 要漸漸的離散了 所以一個會中 人多了總不免有意見不同的地方 
以為我是人非 我直人曲 大家不肯相讓 這個會就永遠不能和睦 所以
會中的人 不拘什么事 大家總要各讓幾分 這就可以大家和氣 沒有事
了。（白話演義本『富強起源』）
　底本第 8 節では家庭の枠から出発し個人と社会の関係を分析している。
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一つの社会において異なる意見があるのは当然であり、このため社会を維
持するには個人の意志と自由は多少犠牲にしなければならないと述べてい
る。このような分析が理論上で次の regulation と law の概念を導き出して
いるのであろう。訳本はジョン・フライヤーが常用した「会」を採用し、
“society”に対応させている。しかし“individual”との対応関係の中で
「会」を強調していない。そのため原文のこうした論理分析を簡略化し、「個
人」と「社会」の関係において「社会」の概念が弱まっている。原文では
一社会においては個人は自由をあきらめなければならないと述べられ、こ
のような個人、社会、自由の累加関係は、訳本中では特定の組織「会」の
和睦の道と簡略化され、私心に固執することは出来ない。白話訳本では、
さらに大衆化して「大家以為是，大家以為非」を重視したものとなり、そ
れぞれが少しずつ譲り合ってようやく「和気」で「没有事」となるとして
いる。
2 ．「社会」と「国」の同一視
　この章第11節の訳述は非常に典型的な例であり、ここではすでに society
と law は「国」に等しいとみなされていた。
11.	 Along	 with	 the	 rights	 which	 each	 individual	 enjoys	 in	 society,	
are	 imposed	 the	 duties	 he	 owes	 to	 it.	 ……	 Since	 moreover,	 he	
enjoys	protection	 from	society	under	 favor	 of	 its	various	 laws	and	
regulations,	he	 is	bound	to	respect,	 in	his	own	practice,	 those	 laws	
and	 regulations.	 If	 he	 does	 not	 provide	 for	 himself	 and	 his	 own,	
while	he	 is	enjoying	the	right	which	society	respects	 in	him,	he	 is,	
in	a	manner,	defrauding	 it.	And	were	all,	or	even	any	considerable	
number	 to	 act	 in	 this	 manner,	 society	 could	 not	 any	 longer	 exist.	
So,	also,	 if	many	persons,	while	exception	protection	from	the	 laws,	
were	to	be	continually	 infringing	them,	 law	and	society	 itself	would	
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speedily	come	to	and	end.	（英文底本）
第十一节 人生一國內，既有應得之端，即有分所當為之事。……又一
國之人，既受國家多方保護，則國內所有法律章程皆當恪恭謹守，無負
國家培植至意。若一味望國家保護，己則游手好閑，不能自謀衣食，是
之謂欺騙國家及本國之人。國內若有此種欺騙之人，其國必不能久長矣。
（江南製造局訳印『佐治芻言』）
第十一节 凡一個人在國里 既有他應該得著的權利 就有他應該做的事
情 ……再有一件 一國的人 他既受了國家的保護 那國里所有的法律
章程 就應該要守住的了 倘使一味要國家保護 自己做了一個游手好閑 
連正正當當的衣食 也不能夠自謀 這叫做什么 這叫做欺騙國家及本國
的人 一個國里有了這種人 終不能興旺了。（白話演義本『富強起源』）
（Society	 A	 competitive	 System）	 28	 …… In	 doing	 so,	 all	 compete	
less	 or	more	with	each	other.	Hence	 society	at	 large	 is	 said	 to	be	
formed	on	the	competitive	principle.	It	 is	much	to	the	advantage	of	
human	nature	that	 it	should	be	so,	since,	were	there	not	emulation	
among	mankind,	and	motives	for	 individual	exertion,	many	valuable	
services	would	 fail	 to	be	performed.	（英文底本）
（第五章 論國人作事宜有爭先之意） 第二十八節 ……是以一會一國之
中，若無彼此相形之事，則用力作事這既無甚益處，而眾人所做有益之
事必有許多人不肯做矣。（江南製造局訳印『佐治芻言』）
（第五章 論國人做事應該大家有爭先的意思） 第二十八節 ……所以一
個國里，倘使沒有彼此可以比較的事 那用力作事的人 既沒有益處 這
有益眾人的事 必定有許多人不肯做的了。（白話演義本『富強起源』）
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　ここでは原文では社会は競争の体系であると述べている。訳文では平叙
文を命令文に改め、説理を説教に変えている。「格物窮理」の学ではなく
「設事知方」の術を重視するのは宣教師の翻訳の主な特徴の一つである。
　また原文は社会が競争の体系であるとだけ論じており、詳細な解説はい
ずれも社会は概して競争の原則という土台の上に樹立しなければならない
と論証したものである。中訳本では社会体系自体に対する叙述を省略し、
行為が引き起こすであろう悪い結果のみを強調している。文脈では意図的
に「国」が導かれ「会」と同時に挙げられている。白話本については、「会」
の概念は削除され、「国」の概念だけが残っている。これは明らかに白話本
が直接中訳本に由来することによるもので、また「会」の概念が当時の中
国人にとって実際はあまりに隔たりのあるもので、直感的理解が難しく、
演義者すらも理解できずにこのように抹消されたことを示している。中訳
本で「国」と「会」の両方が挙げられているのは、受容度に対するジョン・
フライヤーの考慮によるものか、応祖錫の理解力の限界によるものか、直
接の拠り所がないので軽率な判断を下すことは出来ない。しかしジョン・
フライヤーのバックグラウンド、応祖錫の西学に対する理解の深さを考慮
しても、society がどのようなものか理解できなかった可能性は低く、やは
り故意である可能性が大きい。当然中国現代政治学の知識形成前史では、
より意義があるのはこうした転訳誤読自体が生み出した結果であり、原因
ではない。つまり、中国人が「個人」と「国家」という二つの階層からな
る西洋政治学の概念を理解するとき、先験的に「社会体系」が抜け落ちる
のである。
3 ．「政府」と「国家」の同一視、「法律」と国家の同一視
　先に述べた第11節では「社会」と「国」の同一視以外にも、『佐治芻言』
では government、law といった概念も「国家」と同一視されている。
（DIFFERENT	 KINDS	 OF	 GOVERNMENT）	 73	 It	 is	 usual	 to	 say	
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there	are	 three	kinds	of	government-Monarchy,	or	 the	rule	of	one;	
Aristocracy,	 or	 the	 rule	 of	 a	 superior	 hereditary	 class:	 and	
Democracy,	 or	 the	 rule	 of	 the	 people	 through	 representatives	 by	
election.	…… In	point	of	 fact,	nevertheless,	even	the	most	absolute	
monarchies	 are	 obliged	 to	 yield	 a	 certain	 deference	 to	 public	
opinion,	 as,	 lie	 every	 other	 kind	 of	 government,	 they	 only	 exist	
through	the	permission	of	the	people,	or	some	considerable	portion	
of	 them.	（英文底本）
（論人類分國） 第七十三節 地球所有國政，約分三種 ：一為君主國之
法、一為賢主禪位之法，一為民主國之法……然國王權柄即無節限，所
出政令不論可否，百姓俱不能不從，其權若有一定節限，亦不得不少留
余地，使民心服。蓋國以民為本，民心不服，其國必不能久長也。……
（江南製造局訳印『佐治芻言』）
（DIFFERENT	 KINDS	 OF	 GOVERNMENT）	 75	 The	 principles	 of	
government,	 forming	the	science	of	Politics,	cannot	be	considered	as	
sufficiently	 determined	 to	 allow	 of	 our	 laying	 down	 any	 regular	
system:	we	can	at	 the	utmost	 indicate	a	 few	circumstances,	which	
are	 usually	 seen	 in	 the	 relation	 of	 cause	 and	 effect	 in	 this	
department	of	national	economy.	（英文底本）
（論人類分國） 第七十五節 國政應用何法，尚難臆斷，故此處不能詳
論，第擇其緊要數事約略言之。由此數事，究其所以然之故，并何以有
利，何以有弊之由，亦能推闡數種公論。（江南製造局訳印『佐治芻言』）
（GOVERNMENT	FUNCTIONS	AND	MEASURES）06.	The	express	
function	 of	 government	 is	 to	 preserve	 the	 public	 peace,	 to	 secure	
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the	 inviolability	 of	 the	 laws,	 and	 to	 conduct	 the	 intercourse	 of	 the	
state	 with	 foreign	 powers.	 The	 extent	 to	 which	 and	 government	
should	go	beyond	these	limits	 is	a	matter	of	dispute.	Some	hold	that	
government	should	regulate	the	wages	of	 labour,	find	work	for	the	
unemployed,	 fix	 the	 prices	 of	 commodities,	 support	 the	 poor,	 and	
interfere	 in	various	other	ways	with	private	rights	and	duties.	（英
文底本）
（第十二章	論國家職分并所行法度） 第六節：國家職分應為之事，大概
有三：一令國中平安，一令國人遵守律法，一料理本國與各國交涉之事。
此三事外，另有許多小事，應歸國政管理與否，尚難遽定。或謂各色人
應得工資，并國中所出貨物價值，均應由國家酌定 ；其人民不習工藝，
與夫窮苦無告著，皆應由國家代覓藝業，給予養贍；此外各事，凡與民
生相關系著，國家皆應出為管理云。（江南製造局訳印『佐治芻言』）
　ここでは“government”も“state”も国家に等しいとみなされている。
英文底本の用語は同一段中で区別されているが、『佐治芻言』の翻訳は
“government”と“state”を区別していない。“public	peace”は国の平安
に等しいとされ、“public”の特別なニュアンスも解釈されていない。これ
が宣教師の翻訳手法によるものか、筆述者の理解と考慮によるものかを区
別することは非常に難しい。しかしより重要なのは、後に中国人がこの本
を西洋の政治制度を紹介した政治理論の最も信用できる合理的論証の知識
源であるとみなし、このような混同が伝達していったということである。
西方国家もあらゆる機能と権力はみな「国家」に帰すると考えられた。中
国人にとって「国家」は様々なものを内包する象徴的意味を持った概念で
あった。西洋の“state”は実際には違ったが、『佐治芻言』の原文中では
とりわけこのようであった。このような些細な誤解は、後に関連問題への
人々の先験的知識と心理蓄積を生み、西洋化した政治経済学理論体系にお
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ける問題の正確な理解に影響した。
4 ．法律と自由の関係の淡化
（INDIVIDUAL	 RIGHTS	 AND	 DUTIES）	 9.	 While	 God	 has	 given	
man	 the	gift	 of	 life,	he	has	also	given	him	 the	capacity	 to	 support	
that	 life,	 provide	 he	 duly	 employs	 the	 means,	 This	 capacity	 for	
exertion,	 however,	 would	 be	 useless	 without	 liberty	 to	 use	 it.	
Accordingly,	 every	 human	 being,	 of	 whatever	 colour	 or	 country,	
has,	by	a	 law	of	nature,	the	property	of	his	own	person.	He	belongs	
to	himself.	 In	ordinary	 language,	man	is	born	free.	This	freedom	he	
is	 not	 at	 liberty	 to	 sell	 or	 assign.	 Neither,	 in	 justice,	 can	 any	 one	
take	 away	 his	 personal	 freedom,	 so	 long	 as	 he	 conducts	 himself	
properly	and	does	not	 injure	his	neighbors	……	In	 law,	this	degree	
of	 freedom	 is	 called	 civil	 liberty-	 that	 is	 to	 say,	 liberty	 secured	by	
the	 laws	and	subject	to	the	regulations	of	the	civil	government.	（英
文底本）
（第二章《論人生職分中應得應為之事》） 第九節 天既賦人以生命，又
必賦人以材力，使其能求衣食以保其生命。顧人既有此材力，必當用力
操持，自盡職分。若不能自主作事，則材力仍歸無用，大負上天篤生之
意矣。故無論何國、何類、何色之人，各有身體，必各能自主，而不能
稍讓于人。茍其無作奸犯科之事，則雖朝廷官長，亦不能奪其自主之本
分。……是以國家所定律法、章程，俱準人人得以自主，惟不守法者，
始以刑罰束縛之。（江南製造局訳印『佐治芻言』）
第九節 天生了人 又付了一付材力給他 教他自己去求衣食 可以保全
自己的性命　這是天的意思極好的了 但是有了這一副材力 一定自己
用力去做 自盡職分 這就狠好 倘使不能夠自主（自己可以做主的意
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思）并且不能做事 那就白白的有了這材力了 所以不論什么國度 什么
種類的人 大家有身體 大家就能自主 沒有一點可以讓個人家的 倘使
這個人 并沒有犯什么罪 做什么歹事 那就是朝廷同官長 亦沒有可以
奪他自主的本分的。……所以國家所定的法律 章程 都準人人可以自
主 不過有一等不守法的人 害了人家的自主 那就可以用刑罰治他了。
（白話演義本『富強起源』）
　原文では“civil	 liberty”の合理性は自然法則からきており、人は自由に
生まれ、他者の自由を侵害しなければ、天然の合法性を備え法律の保護を
受けると強調している。訳文では法律は個人の自主を認めると表わしてい
る。“civil	 liberty”を上から下への概念である「自主」と訳しているが、
“civil	 liberty”は本来下から上への概念で、“individual”の天賦の権（原
文：man	is	born	free）である。また「朝廷官長」も「奪」えない「自主」
と訳しており、実際「自主」は依然「朝廷官長」への臣服に対応する概念
体系の中に置かれている。白話本はさらに「自主」を「自己可以做主的意
思」と詳説している。
12.	 The	 idea	 of	 a	 perfect	 society	 supposed	 an	 assemblage	 of	 free	
citizens,	 each	contributing	his	 labours	 for	 the	benefit	of	 the	whole,	
and	 receiving	 an	 appropriate	 remuneration,	 and	 each	 respecting	
those	 laws	which	have	been	ordained	for	the	general	benefit.	（英文
底本）
第十二節 今有若干人聚成一會，或成一國，欲其興利除弊，諸事完善，
則必使人人俱能自主，人人俱能工作，方能十分富庶。（江南製造局訳印
『佐治芻言』）
第十二節 現在譬如有多少人 聚成功了一個會 或一個國 要把他的有
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利的事 都興起來 有弊的事 都除掉他 各事都要完善 那必定要教那
個個人 可以自主 個個人都有事業 方能夠富強起來（白話演義本『富
強起源』）
　本章第12節の原文は個人と社会は“general	benefit”と“law”を原則に
結びついていると述べ、訳文では「求富庶」を論証分析の基礎とし、“free	
citizens”、“law”、“society”、“general	benefit”などの概念は弱まっている。
（INDIVIDUAL	 RIGHT	 AND	 DUTIES）	 14.	 It	 appears	 equally	
reasonable	to	expect	of	every	individual	 in	society	an	observance	of	
its	 leading	moral	rules	and	 legal	provisions.	 If	 it	 is	better	to	 live	 in	
a	 civilized	 than	 in	 a	 barbarous	 community,	we	 are	 not	 entitled	 to	
the	benefit	unless	we	contribute	our	part	to	what	makes	a	civilized	
state	 namely	 morality	 and	 law;	 we	 must	 help	 to	 support	 these	
condition.	 ……	 Its	 title	 to	 do	 all	 this	 has	 been	 acknowledged	 in	
every	 community	 since	 the	world	 began,	 and	 to	 support	 it	 in	 this	
title	 is	 the	duty	of	every	citizen	 in	every	Free	State.（英文底本）
第十四節 凡有若干人成會或成國，則其國內之律法章程，人人皆當恪
守。蓋人幸而生長文教之邦，其視生長野人之國者，已十分安樂。而欲
享文教之樂利，則必守文教之章程，而不為有害文教之事。……此等律
法，古時各國中已有行之者。凡有民主之國，其人民皆當輔助國家，行
此警惰之善政也。（江南製造局訳印『佐治芻言』）
第十四節 凡有許多人 在一個國里 這一個國里的章程 律法 自應該
恪守的 要曉得幸而一個人 生長在文教的國里 比了生長在野蠻國里的 
已經天差地遠 十分安樂的了 然而要享文明國的安樂 利益 必定要守
文明國的章程 …… 這種法律 現在各國已有行過的了 所以許多百姓 
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成了一個國家 那百姓就應該幫了國家 行這個警戒懶惰的法子（白話
演義本『富強起源』）
　ここでは“individual”を普遍的な「人」、“society”を「会」と訳し、
「国」を加えて並列させている。白話本ではこの「会」は跡形もなく、「国」
だけが残っている。原文では法の遵守はそれぞれの“free	state”の“citizen”
の責任であると述べている。訳文では人民が国家の善政を補助するとして
いる。白話本では“citizen”はさらに「老百姓」となっている。“free	state”
は曖昧な「民主之国」という訳すら削除され、簡単に「国家」となった。
5 ．平等と階級の観念
（EQUALITY	AND	INEQUALITY-DISTINCTIONS	OF	RANK.）	22.	
It	has	been	admitted	that	there	 is	a	natural	equality	 in	men,	to	the	
effect	 that	 the	 life,	 liberty,	 self-respect,	 and	 tangible	 possessions	 of	
all	are	alike	entitled	to	respect.	 It	 is	equally,	however,	an	ordinance	
of	 nature	 that	 men	 are	 born	 with	 various	 qualities	 and	 powers;	
some	strong,	some	weak;	some	of	clear	qualities	and	active	 intellect,	
others	dull	and	sluggish;	some	of	clear	 inclined	to	sober,	 industrious	
courses	than	others;	and	so	forth:	the	consequence	of	which	 is,	 that	
a	 great	 inequality	 rises	 the	 consequence	 of	 which	 is,	 that	 a	 great	
inequality	 rises	 among	 them,	 as	 far	 as	 prosperity,	 dignity	 and	
power	 over	 others	 are	 concerned.	 Even	 if	 two	 persons	 naturally	
equal	 start	 together,	 and	 the	 one	 is	 educated	 and	 the	 other	 not,	
they	 will	 quickly	 become	 unequal.	 Merely	 to	 possess	 knowledge	
where	others	are	 ignorant,	 is	 to	possess	a	power	over	 those	other	
persons.	（英文底本）
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第二十二節 前言一國之人，無論貴賤皆當視為平等。故各人身命與其
自主自重，及所管產業、國家皆應一體保護，其理然也。至其性情才識，
則又有不能強同者，何也？一國之人，有強者，有弱者，有精明而靈巧
者，有樸拙而笨伯者，有安分而認真作事者，有不安分而喜偷惰者，類
別群分，賢愚不等。一年內所生之人，過十年便已各有分別，若過三十
年則其間相去不啻霄壤矣。故其中或有得位乘時，自立功業者，亦有自
甘暴棄，湮沒無聞者。不特此也。設有二人同日而生，其幼時性情智識
亦彼此相等，而一則教養得法，一則教養失宜，不數年間已不能同日而
語。過此以往，二人相去豈復能以尺寸計哉。（江南製造局訳印『佐治芻
言』）
第二十二節 前說一國的人 無論貴的賤的 都應該一樣平等看待 所以
各人的身家性命 以及他們自主的權 國家都應該一律保護 這個理不差 
但是一個人的性情 有強的 有弱的 有精明靈巧的 有糊涂愚笨的 有
安分認真的做事的 有不安分歡喜偷懶的 這里頭 也智愚不等 一年里
所生的人過了十年 就各有分別了 若過了三十年 這就分別得遠了 所
以這里頭 有一朝發達 自己可以立事業的 亦有自暴自棄的 不但此來 
倘使有兩個人 一天生下來的 他們小孩子時節 性情 智識 都差不多 
那一個就教養得法 一個教養不得法 不到幾年 就大不相同了 再過幾
年愈加不同 這兩個人從此 好的愈加好 不長進的 終究是不長進了
（白話演義本『富強起源』）
（ORIGIN	 OF	 GOVERNMENT）	 64.It	 has	 been	 shewn	 how	 men,	
while	 in	 some	 respects	 equal,	 are	 in	 others	 unequal.	 It	 was	
remarked	 that	 some	 are	 naturelly	 muscular	 and	 robust,	 while	
others	 are	 week	 and	 sickly;	 Some	 are	 energetic,	 while	 others	 are	
indolent:	 it	 is	also	 true	that	some	are	self-willed	and	 fond	of	ruling	
their	 neighbours,	 while	 others	 are	 docile	 and	 submissive.It	 is	 in	
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savage	nature	that	these	differences	are	most	apparent,	and	at	the	
same	time	most	hurtful.	The	progress	of	civilisation	has	a	tendency	
to	 smooth	 them,	 and	 at	 all	 events	 to	 turn	 them	 to	 good	 account	
instead	of	evil.	（英文底本）
第六十四節 前數章曾言地球上人有相類處，亦有不相類處。亦以賦畀
有厚薄之分，即斯人有難齊之類。故一國之人，有身體強壯膂力過人者，
有身體軟弱常有疾病者；有認真作事者，有性情懶惰者，有立志大而欲
管理他人者，亦有立志卑而甘受人管理者。野人品類尤為不等，故以強
凌弱，其禍更烈。惟文教之國必使各類之人皆歸平等，斷不至有強弱相
凌之事。（江南製造局訳印『佐治芻言』）
　底本では個人の生命財産権は自然の権利で、尊重されねばならないと述
べている。『佐治芻言』の訳文では「国家」がこれらの権利を保護しなけれ
ばならないと強調している。「国」の役割は底本には現れないが、訳文では
二度言及されている。
　底本の前後の文では個人は平等に生まれるべきであると述べ、人類の身
分制度の起源を討論するため、人々の間に存在する多くの差別をもたらす
原因を分析している。しかし訳文ではいくらかの価値判断を加え、褒義詞
「得位乘時」、「自立功業」、貶義詞「自甘暴棄，湮沒無聞者」を用いている。
訳文に強い激励の傾向があることは言うまでもない。
　例えば原文は知識も権力関係を形成し、不平等をもたらす多くの原因の
一つであるとしている。しかし訳文はその解消を「教養」が「得法」であ
るかが人に与える影響であるとしている。白話訳文の理解はさらに遠くを
行き、「這兩個人從此好的愈加好，不長進的終究是不長進了」と表現してい
る。
　原文では、文明のプロセスは人類が様々な原因から生み出す不平等がも
たらした害を取り除き、良い結果に導き、利を採り害を避けることである
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と強調している。訳文では「文教之国」は人々に「有强弱相凌之事」させ
ないとまとめている。注意しなければならないのは、原文は文明のプロセ
スを述べているのに対し、訳文では具体的実行段階で、行動の主体は文教
の「国」にあると強調する。このように学理論述を操作段階に転換し富強
な「治国術」を求める傾向は『佐治芻言』の翻訳で度々現れる。当然ここ
も例外ではない。
四．結語
　江南製造局訳印の『佐治芻言』は翻訳過程において「即物窮理之学」か
ら「設事知方之術」に向かう傾向が表れる。また西洋の現行政治制度の合
理性を論証するときに中心的概念の淡化、論証源の入れ替えといった訳述
傾向が見られる。その直接的結果が淡化あるいは埋没した“individual”と
“nation”の間の「社会」の概念であり、「国」との同一視である。「政府」
も「国家」と同一視され、「法律」も国家に等しいとみなされる。自然法則
いわゆる天賦の「自由」に基づいて西洋を解釈するとき、専制政体の君臣
倫理の骨格にあてはめてそれを解釈する。こうした自由な主体が賦与され、
「自然法則」、「天」から主体朝廷や官長に転換された。さらにこのために自
由と法律の関係も切り離されている。
　このように晩清中国語界に現れた「西方政治の学」にいくつかの極めて
重要な趨勢が形成された。具体的に言えば、『佐治芻言』は19世紀末中国知
識人が西洋の政治制度の背後にある学理を理解するために拠りどころとし
た唯一の手段であり、英文底本のいくつかの政治学の中心概念への上述の
新たな解釈は読者に傾向的な心理蓄積を形成させたと考えられる。これら
の知識人がその後自身の言論著作で一般大衆に西政の理を伝える段階で、
この心理蓄積は多くの中国人の「現代政治学」知識の受入れ態勢も形成し
た。「中国現代政治学」の成型について言えば、これはその「前史」で重要
な一部分である。
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　また、江南製造局訳印の『佐治芻言』は19世紀80年代中国で西洋の政治
制度の背後にある学理を系統的に紹介する最も重要な訳書であり、その特
有の訳述傾向は晩清中国の「西方政治の学」のいくつかの重要な趨勢を形
成した。さらに各種の書目、新学類書を通し、また戊戌の政変、地方教育
改革、科挙の内容変更等の助けを借りて、現実レベルの春風が晩清知識人
の視界に入ってきた。彼らは読解を通じてこれらの知識を新たに理解し、
その内容を自身の知識の重要な構成要素とし、それは以後の理論的著述の
資源となった。19世紀末には知識界の普遍的公信力を持つ合理的論証資源
にまでなった。これらの問題に関して別に述べた論文があるがここでは言
及しないこととする。
